
大津町 第 7 次大津町振興総合計画策定等業務 
議事録 

会 議 第１回大津町振興総合計画策定審議会 
日 時 2025 年 3 月 17 日(月) 14:00-16:00 
場 所 大津町町民交流施設（オークスプラザ） 
出席者 
（敬称略）： 

【委員】 
 三宮 美香（大津町議会 副議長） 
 佐藤 真二（大津町議会 議会運営委員長） 
 時松 智弘（大津町議会 総務常任委員長） 
 山本 富二夫（大津町議会 文教厚生常任委員長） 
 大村 裕一郎（大津町議会 経済建設常任委員長） 
 黄 在南（熊本県立大学 総合管理学部教授） 
 井寺 美穂（熊本県立大学 総合管理学部准教授） 
 津留 武芳（大津町教育委員会 教育長職務代理者）（欠席） 
 徳永 誠也（大津町社会教育委員） 
 荒木 伸弥（NPO 法人クラブおおづ 副理事長） 
 松本 光行（大津町防災士連絡協議会 会長） 
 備海 伸隆（大津町認可保育園園長会 会長） 
 家入 義典（大津町 PTA 連絡協議会 会長） 
 吉田 和信（大津町民生委員児童委員協議会 会長） 
 松木 雄一郎（大津町社会福祉協議会 事務局長） 
 矢野 文男（大津町老人クラブ連合会 会長） 
 山下 和貴（肥後おおづ観光協会 理事長） 
 池田 一（大津町企業連絡協議会 副会長） 
 高木 希三子（大津町商工会 副会長） 
 松本 幸祐（大津町区長会 副会長） 
 吉岡 久美子（大津町女性の会） 
 松岡 さくら（東熊本青年会議所 地域活性グループ委員） 
 古場 達也（熊本銀行大津支店 支店長） 
 川添 英男（肥後銀行大津支店 支店長） 
 錦戸 亨（熊本県県北広域本部 審議員兼振興課長） 
 嶋田 純（公募委員）（欠席） 
 桑原 正浩（公募委員） 
 西野 勝（公募委員） 
 
 



【大津町】 
 金田 英樹（町長） 
 事務局：総合政策課 
【委託業者】 
 有限責任監査法人トーマツ 

議 題： 1. 開会 
2. 委嘱状の交付 
3. 町長挨拶 
4. 議事 

① 会長、副会長選任について 
② 会議及び議事録の公開について 
③ 第７次大津町振興総合計画の策定について 
④ その他 

5. 閉会 
資 料： 1. 次第 

2. 委員名簿 
3. 大津町振興総合計画策定審議会設置条例 
4. 諮問書 
5. 第７次大津町振興総合計画の策定について 
6. 第 6 次大津町振興総合計画（冊子） 
7. 第２期大津町まち・ひと・しごと創生総合戦略（冊子） 
8. 大津町人口ビジョン（冊子） 

議事録 1. 開会 
2. 委嘱状交付 
3. 町長挨拶 
4. 議事 

① 会長、副会長選任について 
会長に井寺委員、副会長に三宮委員を選任。 

② 会議及び議事録の公開について 
当審議会の会議は原則として公開することとし、議事録は町ホームページ
などを通じて公表することとした。 

③ 第７次大津町振興総合計画の策定について 
 事務局より「第７次大津町振興総合計画の策定について」「第 6 次大津

町振興総合計画」「第２期大津町まち・ひと・しごと創生総合戦略」「大
津町人口ビジョン」を用いて説明。 
 総合計画と総合戦略の統一の方法はあるのか。（委員） 



 他自治体の事例を参考とし、組み込む予定です。次回以降の審議
会で提示していきます。（事務局） 

 今回、大津町まち・ひと・しごと創生総合戦略を振興総合計画に統
合するとあった。総合戦略は人口ビジョンを中心に組み立てられてい
る認識である。統合のイメージは、総合計画に人口ビジョンを入れるイ
メージか。（委員） 

 まち・ひと・しごと創生総合計画は、KPI（目標値）を設定する特徴
があります。今回の振興総合計画においても、その考え方をしっかり
取り込んで計画策定を行いたいと考えています。（事務局） 

 現行の人口ビジョンでは、将来展望として令和 42 年に 41,706 人を
迎える推計が示されているが、流入する人口（社会増）を基本とし
て考えているのか、それとも大津町全体の出生率が上がる（自然
増）ことを考えているのか。町内の状況を見ると、新築アパートが増
加している割に入居者が少ない。人口がこのまま目標値に向かって増
加するか、懸念がある。（委員） 

 この人口ビジョンが目標としてたてられたのは、半導体企業の進出決
定以前か。（委員） 

 半導体企業の進出決定以前です。今後、流入人口を見定めていき
ます。新しく建物が建ち、人口が増加傾向にあるように見えるかもし
れませんが、現状の大津町の人口は横ばいで、外国人によって微増
している状況です。人口ビジョンは目標値になるため、これからのまち
づくりにおいて大津町として高い目標をめざすのか、現実路線とするの
か、庁内で論議しています。一方で目標を高く設定しすぎると他の整
備計画等に波及するため、現実路線を見定めながら委員の皆様に
諮っていきたいと考えています。（事務局） 

 家賃高騰により大津町への進出を諦められる問題もある。町全体で
家賃補助などの必要があると考えており、検討いただきたい。（委
員） 

 振興総合計画は、大きな方向性を定めていくことになりますので、今
ご提示いただいた補助のようなミクロな部分まで踏み込められるかわ
かりませんが、今後委員の皆様との議論の対象としたいです。（事
務局） 

 合計特殊出生率について提言したい。人口ビジョンの 33-34 ページ
は、理想の出生率を達成した場合の推計となっている。しかし最近の
研究では、出生数と合計特殊出生率は関係ないと言われている。
出生数が上がれば出生率も上がるが、若い女性の流出によっても出



生率が上昇するためである。そのため、保育や子育て分野では、出
生率を目標にしてしまうと正確な状況がつかめなくなると言われてい
る。あくまでも出生数に焦点を当てていただきたい。（委員） 

 人口問題に関しては、適正規模も検討しなくてはならない。大津町
の社会インフラの程度にあわせて、大津町の適正人口はいくらかとい
うことも検討する必要がある。適正規模というコンセプトも念頭に入れ
ていただきたい。（委員） 

 大津町の人口ビジョンに関連して、定住人口と流動人口も検討が
必要である。現状、この地域でホテル関係が激増しており、多くの方
が大津に来られている。また、産業面でいうと、外国から来られる労
働者も増えている。この方たちがどこまで定住できるのかは、動態や自
治体の動き方によっても変わってくる。定住人口の変化も大事だが、
流動人口も、この機会にものさしをつくって評価できればよいと考え
る。（委員） 

 現状分析をしたうえで計画を策定する。（委員） 
 人口が増えない可能性がある。これに対策を打つのが振興総合計

画であると考えている。多文化共生社会推進を検討したい。大津の
若者が大津に定着することと、大津を目指して他の地域から他の人
が住むために地域づくり・インフラ整備など体制を整える必要がある。
そして、子育てしやすい町として出生数を押し上げていく方向性がで
きてきたと思う。すべて単一で実施する施策でなく、玉突きしていく話
である。まずは、人口を増やして定住を促進するビジョンが第 7 次振
興総合計画の肝になるため、そういった形で議論していきたい。（委
員） 

 人口ビジョンは先行して示しながら議論したいと考えています。（事
務局） 

 委員には積極的な意見を求めたい。（委員） 
④ その他 

 次回は、5 月下旬に開催し、その後は、奇数月の月末に開催する予
定です。（事務局） 

5. 閉会 
以上 

 


